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カ ブ トム シ 幼 虫消化管 内 の 微 生物 叢 に つ い て
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、 岩淵範之 、 砂入 道夫 、 中嶋睦安

（目大 ・生 資科 ・分子微生 物 、＊ 目大短 ・農 ・応用生 物化学）

【目的】カブ トム シ 幼虫 は腐 葉土 を 餌 と して い るが 、 安齋 らは 、 そ の 消化管内に各種

多糖分解酵素活性 の ある こ とを認 め 、 土 壌中で の植物お よび 菌類 由来の 多糖類の 代謝

分解 にカ ブ トム シ 幼虫 が大 き な役割を果 た して い る と推定 した 。 ま た 、 カ ブ トム シ 幼

虫の 消化 管 内は ア ル カ リ性（中腸 で pH 　9．8）で 、消化管 内に存在 す る好 ア ル カ リ性細 菌

が 、環境中で の 好 ア ル カ リ性 細菌の 動態 に何 らか の 役割 を果 た して い る と考え られ る。

しか し 、 カ ブ トム シ 幼虫消化管内の 微生物叢に 関する知見は ほ とん ど得 られて い ない
。

浦井 らは 、 カ ブ トム シ 幼 虫の 消化管内の 生菌数を培養法に よ り調 べ
、 好アル カ リ性 細

菌 が その 生 息環境（腐葉土 ）よ りも 10〜 100 倍 多い こ とを示 した 。 また、 こ の 消化管 内

容物 か ら コ ロ ニ
ーを形 成す る菌の 大 多数 は好 中性細 菌で あ る こ とを示 した 。 今回 は、

カ ブ トム シ 幼 虫の 消化管 内か ら単離 され た好 ア ル カ リ性 と好 中性菌株 の 16S　rDNA 配

列 を解析 し、カ ブ トム シ 幼 虫消化管内の 微生 物叢に つ い て 検討 した 。

【方法 】カ ブ トム シ 終令幼 虫 を 70％ エ タ ノール に浸漬 して 体表 を殺 菌 し、ク リ
ー

ン ベ

ン チ内で 解剖 して 消化管 （中腸お よび後腸 ）を取 り出 した
。 その 内容物 を滅 菌水 に懸

濁後 、
5000 　rpm で 1 分間遠心 分離 し て 得 られ た 上澄 み を希釈 して 、 中性（pH 　7．2）とア

ル カ リ性（pH 　 lO．0）の 寒 天 平板培地 にそ れ ぞれ 塗沫 し、 出現 した コ ロ ニ ー を単離 して

16S　rDNA 遺伝子 の 解析 を行 っ た 。

【結果 と考察】カ ブ トム シ 幼 虫中腸 か ら中性 培地 で 86 菌株 、アル カ リ性 培地で 54 菌

株 、 後腸 か ら中性培 地 で 49 菌株、アル カ リ性培 地 で 59 菌株 の 合計 248 菌株 を選び 、

16S　 rDNA 遺伝 子 の 配列 を解析 した 。 そ の 結果 、
こ れ らの 単離菌株の 主要な属は 、 カ

ブ トム シ幼虫 の 中腸 で は 中性培地で Citrobαcter 　ma、Budvicia　k 、　Tatuniella　rm、　B αcillus

属 、
Klebsiella属 、 ア ル カ リ性培地 で BaciUus　ts、

　 EnterOCOCCUS　ma、　 Cellulomonas属 、

Citrobacter属 、　 Paenibacillus属 で あ っ た 。 後腸 で は 中性培地 で Bacillus属 、
　 BuctVicia

属 、 Tatumella属 、　EnterOCOCCUS属 、　Streptomyces属 、ア ル カ リ性培地 で EnterOCOCCUS

属 、B αcillUS 　ma、　 Citrobacter属、　 P αenibacillUS 属 、
　 CellulomonαS 属 で あ っ た 。 消化 管

内容物 か ら平板培 地 上 に生 育 して くる細菌 の 属 は、中性培 地 とア ル カ リ性培 地で は大

き く異 な っ て い る こ とが判 明 した 。
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